





































 究がきわめて少ないことか ら本研究を実施 した。
 フッ化物塗布経験がなく齲蝕もない 250乳切歯を収集 し, 屡面中央部からそれぞれ1傾のエナメ
 ル試料片 (約 勲窺×4撒の外表エナメル質を有するもの) を作製した。 これをランダムに50個宛の
 5群に分け, 1群を対照群, 他の4群を1分, 2分, 3分および5分間の APF 溶液 (第2法) 塗
 布群とした。 これらの試料片を被験者 (成人・男子) の下顎屡頬側付着歯肉部を被覆するレジンス
 プリントに, 外表のみが口腔に露翻するよう埋め込んだ後, 試料片のそれぞれに所定時間 APF 溶
 液を塗布 した。 レジンスプリントはその後, 6時間, i2時間, 18時間, 24時間および48時間の一定
 時間, 被験者の口腔内に装着され保持された。 2分間塗布試料片の一部は, 例外として1ヵ月問口
 腔内に保持 した。 なお実験期間中, 被験者に罵腔清掃習慣の変更な らびに飲食物の摂取制限を求め
 なかったが, 茶の飲用のみは禁じた。
 目腔内に一定時間保持されたエナメ ル試料片について, エナメ ル質各層のフッ素濃度が連続的に
 把握でぎるよう脱灰時間を 5, 10, 15, 30, 30, 30秒と設定し, 合計6屠のフッ素量ならびに Ca
 量の測定を行い, その測定値から各層の外表からの深さな らびにフッ素濃度を算出 した。 また最初
 の5秒間脱灰で溶出した Ca 量か ら, 単位面積あたりの溶思量も計算して比較した。 その結果, 以
 下の成績を響た。
 1. 塗布群のエナメル質第1層 (0・ 5～1・ 7μm) のフッ素濃度は, 羅腔内保持6時間後において
 薄照群の6～10倍高い値 (7, 000～13, 000ppm) を示した。 その後24時間まで急速に減少したが,
 24時間以降48時間の間の減少は少なかった。 2分間塗布群のみについての実験ながら, 48時間後の
 フッ素濃度は1カ月 後も保持されていた。
 2、 対照群と比較して有意に高い48時間後のフッ素濃度は, 1分間塗布群では第1層 (L 5μ搬)
 のみ, 2分間塗布群は第1層 (L 2μ憩) と第2暦 (4. 2μm), 3分間塗布群は第1層 (L 7μm) と
 第3層 (10. 6μm), 5分間塗布群は第1層 (L 4μm) から第3層 (12. 4μm) にまで認められた。
 第4層 (19. 4μm) から第6層 (6L 7μ魚) にいたる内層部のフッ素濃度は, 対照群との間に有意差
 を認めなかった。
 3 塗布によって乳歯エナメル質に取り込まれたフッ素量は, 目腔内で時間経過とともに減少し
 た。 しかし第4層 (19. 4μm) 以上の内屡においては, 取り込まれるフッ素量が有意に高くないこ
 ともあってこの傾向は不明瞭であった。
 4. 第1層 (α 5～1.7μ磁) からの Ca 溶出量は APF 溶液の塗布により対照群の約 i/2 に減少





















 小児においてフッ化物の歯面塗布法は広く実施されているにもかかわ らず, 乳歯エナメル質に取
 り込 まれるF量の口腔内での経時変化に関 しては不明な点が多いことか ら本研究は実施された。
 フッ化物塗布経験もう蝕もない脱落乳切歯 250本の暦面中央部か らそれぞれ1個のエナメ ル試料
 片を作製し, これをランダムに50傭宛の5群に分け, 1群を対照群, 他を1分, 2分, 3分および
 5分間の酸性フッ素燐酸溶液 (第2法) 塗布群とした。 このエナメ ル試料片を外表が口腔に露出す
 るよ うに レジ ンス プリ ントに埋め込み, 次い でそれぞれの所定時間酸性フ ッ素燐酸溶液を塗布 した
 後・ レジンスプリントと共に6時間, i2時間, 18時間, 24時間ならびに48時間の一定時間, 成人男
 子の貝腔内に装着保持 した。 2分間塗布群の試料片の一部は例外として1か月間口腔環境に 曝 し
 た。 口腔内に一定時間保持した後, エナメル試料片の外表を順次5, 10, 15, 30, 30秒間脱灰 し,
 合計6謄についてのエナメル質脱灰液からF量な らびに Ca 量を測定 し, その測定値から各層の外
 表からの深さな らびにF濃度を計算 し, 以下の結果を得た。
 (1) 塗布群のエナメル質第1屡のF濃度は, 口腔内保持6時間後において対照群の6～10倍高い値
 であり, その後24時間までほ急減し, 24時闘以降48時間の問の減少は少なかうた。 2分間塗布群
 のみの実験であるが, 48時間後の濃度が1か月後にも保持された。
 (2) 鶏腔内保持48時間後において, 対照群と比較して有意に高いF濃度は, 1分塗布群では第1屠
 のみ, 2分塗布群では第i層と第2暦, 3分塗布群では第1屠と第3層, 5分塗布群では第1
 層, 第2屠と第3膚に認められた。
 (3) 口腔内保持 48時間後におけるF濃度の各塗布時間群の詳聞比較では, 1分塗布群に対して2
 分, 3分ならびに5分塗布群の第i暦～第3屡のすべてが統計学的に有意に高かった。 その他の
 群問には一定方向の有意差を認めなかった。
 (4) 第1層からの Ca 溶出量は, 酸性フッ素燐酸溶液の塗布により対照群の約 1/2 に減少した。
 以上の成績は・ 乳歯における酸性フッ素燐酸溶液の塗布は2分間以上が望ましいこと, また, 一
 回の歯面塗布によってエナメ ル質に取り込まれたF量の一部が1か月 以上にわた り保持されること
 を示 した点において, 歯科臨床に貴重な知見を加えたものであ る。
 よって学位授与に値するものと認め る。
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